
 

 1

平成１７年８月１５日 

各 位 

株式会社Ｔ＆Ｄホールディングス 

（コード番号 8795 東証・大証第一部） 

太 陽 生 命 保 険 株 式 会 社 

大 同 生 命 保 険 株 式 会 社 

Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命保険株式会社 

 
「平成１８年３月期 第１四半期財務・業績の概況」のお知らせ 

 

 Ｔ＆Ｄ保険グループの平成１８年３月期 第１四半期（平成１７年４月１日～平成１７年６月３０日）

の財務・業績の概況について以下のとおりお知らせいたします。各社の数値等については、次ページ以降

をご参照ください。 

  

主要主要主要主要業績業績業績業績    

○生命保険会社３社合算の契約業績（個人保険・個人年金保険）は、 

新契約高は 1兆 9,719 億円、前年同期より 3.6％減となりましたが、 

保有契約高は 59 兆 8,563 億円、前年度末より 0.5％（前年同期より 1.7％）増加となり、過去最高を 

更新しています。主な要因は、太陽生命において引き続き保障性商品の新契約高が堅調に推移した 

こと、大同生命において解約失効高が減少したことによります。 

なお、Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命においては、平成 17 年 3 月より新規に発売した年金原資保証型変額 

個人年金保険の販売が好調であったため、変額個人年金保険の新契約高が前年同期より 142.6％増と、 

大幅に伸展しました。 

○Ｔ＆Ｄホールディングス連結の保険料等収入は 5,013 億円、前年同期より 9.6％増加となりました。 

    ○３社合算の基礎利益は、利息及び配当金等収入の減少等により 228 億円、前年同期より 27.0％減少と 

なりました。 

通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想にににに対対対対するするするする進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況    

経常収益は 6,253 億円(通期業績予想：2兆 1,700 億円)、経常利益は 276 億円(通期業績予想：950 億円)、 

四半期純利益は 65 億円(通期業績予想：260 億円)となり、通期業績予想に対して順調な進捗となって 

います。 

 

以上 

【お問合せ先】 

株式会社Ｔ＆Ｄホールディングス   広 報 部     熊谷  寛 ℡ 03-3231-8684 
太 陽 生 命 保 険 株 式 会 社   広 報 室     長嶺 秀一 ℡ 03-3231-8634 
大 同 生 命 保 険 株 式 会 社   広 報 課     堀込 一明 ℡ 03-3281-1148 

大阪広報課     市村 秀史 ℡ 06-6447-6258 
Ｔ＆Ｄﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命保険株式会社      広 報 課     伊藤 隆之 ℡ 03-3593-8100 
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［契約業績（個人保険・個人年金保険）］ 
(単位：億円) 

３社合算 太陽生命 大同生命 Ｔ＆Ｄﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命 
 

当第 1四半期 前年同期比 当第 1四半期 前年同期比 当第 1四半期 前年同期比 当第 1四半期 前年同期比 

新 契 約 高 19,719 3.6%減 9,712 1.4%増 9,469 5.7%減 537 35.5%減

解 約 失 効 高 

(解約失効率) 

12,883 

 

2.1%増 

 

4,132

 (2.44%)
16.1%増

0.23 ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

7,785

 (1.96%)
1.9%減 

0.06 ﾎﾟｲﾝﾄ低下 

965

 (3.31%)
14.0%減

0.27 ﾎﾟｲﾝﾄ低下

保 有 契 約 高 598,563 1.7%増 173,592 5.2%増 396,439 0.9%増 28,531 7.7%減

新契約年換算保険料 346 7.6%増 129 5.7%減 184 11.6%増 32 68.8%増

 

うち医療保障・ 

生前給付保障等 
52 0.0%減 40 6.0%増 9 4.7%増 2 57.3%減

保有契約年換算保険料 14,653 1.0%減 7,219 5.3%減 6,729 3.1%増 704 7.2%増

 

うち医療保障・ 

生前給付保障等 
1,773 0.8%増 1,071 3.1%増 613 2.2%減 88 4.0%減

(注) １． 新契約高には転換による純増加高を含みます。 

 ２． 解約失効率は、年換算していません。 

 ３． 保有契約高の前年度末比は、３社合算が 0.5％増、太陽生命が 2.3％増、大同生命が 0.1％減、Ｔ＆Ｄﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命が 2.1％減です。 

 

［損益関係］ 
(単位：億円) 

Ｔ＆Ｄﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ連結 太陽生命 大同生命 Ｔ＆Ｄﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命 
 

当第 1四半期 前年同期比 当第 1四半期 前年同期比 当第 1四半期 前年同期比 当第 1四半期 前年同期比 

経常収益 6,253 9.6%減 3,326 6.4%減 2,671 14.3%減 533 72.4%増

うち保険料等収入 5,013 9.6%増 2,472 13.1%増 2,066 2.2%減 474 71.3%増
 

うち資産運用収益 821 6.2%減 467 0.8%減 328 22.6%減 38 41.7%増

経常費用 5,977 8.8%減 3,203 8.1%減 2,478 11.1%減 573 79.1%増

うち保険金等支払金 5,044 10.2%減 2,781 7.1%減 2,074 14.3%減 188 8.0%減
 

うち資産運用費用 211 16.4%増 110 35.5%減 99 79.5%増 7 438.0%増

経常利益（△損失） 276 23.7%減 122 79.1%増 192 41.2%減 △40 269.6%増

特別利益 1 70.7%減 0 74.3%減 0 57.4%減 0 93.5%減

特別損失 69 310.8%増 49 769.8%増 20 250.9%増 0 95.0%減

契約者配当準備金繰入額 86 6.1%減 33 6.7%増 50 14.7%減 2 58.3%増

税引前四半期純利益（△損失） 121 52.9%減 40 17.9%増 122 53.6%減 △43 139.2%増

法人税及び住民税等 56 － 24 61.0%増 41 55.7%減 △12 91.9%減

四半期純利益（△損失） 65 79.0%減 15 16.6%減 80 52.5%減 △30 －

(注) １． 法人税及び住民税等は、法人税等調整額を含んでいます。 

  

・四半期純利益が前年同期より 79.0%（246 億円）減少した主な要因は、利息及び配当金等収入の減少 86 億円等による資産運用収益の減少、固定

資産の減損に係る会計基準適用に伴う減損損失の計上 33 億円等による特別損失の増加と、連結納税導入効果の減少（法人税等調整額の増加）

117 億円等によります。 

 

［その他の指標等］ 
(単位：億円) 

３社合算 太陽生命 大同生命 Ｔ＆Ｄﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命 
 

当第 1四半期 前年同期比 当第 1四半期 前年同期比 当第 1四半期 前年同期比 当第 1四半期 前年同期比 

基 礎 利 益 228 27.0%減 39 50.7%減 219 10.2%減 △30 179.6%増

逆 ざ や 額 257 61 増 140 33 増 101 27 増 14 1 増

(単位：億円) 

３社合算 太陽生命 大同生命 Ｔ＆Ｄﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命 

 
当第 1四半期末 

前年度末 

比較増減 
当第 1四半期末

前年度末 

比較増減 
当第 1四半期末

前年度末 

比較増減 
当第 1四半期末

前年度末 

比較増減 

ｿﾙﾍﾞﾝｼｰ･ﾏｰｼﾞﾝ比率   879.4% 13.7 ﾎﾟｲﾝﾄ上昇 1,019.2% 18.0 ﾎﾟｲﾝﾄ低下 594.9% 126.8 ﾎﾟｲﾝﾄ低下

実 質 純 資 産 12,273 522 増 4,942 300 増 6,909 213 増 421 9 増

有価証券差損益（一般勘定） 5,043 494 増 2,155 284 増 2,836 189 増 51 20 増

 うち公社債 1,626 369 増 627 258 増 947 97 増 50 13 増

 うち株式 2,399 102 減 1,150 72 減 1,247 29 減 1 0 増

 うち外国証券 469 115 増 314 84 増 161 29 増 △5 1 増

 うちその他の証券 472 93 増 50 8 増 417 80 増 5 5 増

 うち金銭の信託 62 12 増 － － 62 12 増 － －

土地等の差損益 △202 22 増 △95 23 増 △107 0 減 － －

(注) １． 有価証券差損益については、有価証券のうち時価のあるものを記載しています。また、金銭の信託内で保有する有価証券のうち、売

買目的有価証券以外のものの差損益を含めて記載しています。 

 ２． 土地等の差損益については、太陽生命は公示価格等、大同生命は原則として鑑定評価額（重要性の低い物件等については公示価格）を

もとに算出しています。 
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（参考）平成１８年３月期通期業績予想 
 
  平成１７年５月１９日に公表いたしました業績予想からの変更はありません。 

参考として、同日公表の業績予想を再掲いたします。 
 
○Ｔ＆Ｄホールディングス 
 
（連結） 

（単位：億円） 
 平成 17 年３月期実績 平成 18 年３月期予想 増減率 

経常収益 23,167 21,700 △6.3% 
経常利益 1,088 950 △12.7% 
当期純利益 371 260 △29.9% 

 
（単体） 

（単位：億円） 
 平成 17 年３月期実績 平成 18 年３月期予想 増減率 

営業収益 260 130 △50.0% 
経常利益 223 110 △50.7% 
当期純利益 224 110 △50.9% 
１株当たり年間配当金予想は 45 円です。 

 
○生命保険会社３社（単体） 
 

 （単位：億円） 
 太陽生命 大同生命 Ｔ＆Ｄﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命 

経常収益 10,400 
（8.9%減） 

9,800 
（7.5%減） 

2,100 
（39.8%増） 

経常利益 300 
（15.4%増） 

760 
（20.7%減） 

△130 
（1.6%増） 

当期純利益 30 
（57.7%減） 

320 
（3.9%減） 

△100 
（－） 

（注）括弧内は平成 17 年３月期からの増減率です。 
 

（単位：億円） 
 ３社合算 太陽生命 大同生命 Ｔ＆Ｄﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命 

基礎利益 1,070 
（17.6%減）

330 
（2.4%減）

860 
（16.3%減）

            △120 
（79.1%増）

保険料等収入 18,200 
（1.2%増）

7,800 
（1.0%減）

8,600 
（2.8%減）

1,800 
（42.9%増）

逆ざや額 870 
（39.2%増）

460 
（17.6%増）

370 
（90.7%増）

40 
（2.6%増）

新契約高 78,300 
（3.8%増）

30,500 
（5.5%増）

44,800 
（2.9%増）

3,000 
（0.1%増）

保有契約高 607,500 
（2.0%増）

179,400 
（5.7%増）

399,700 
（0.7%増）

28,400 
（2.5%減）

解約失効率（％） － 8.9  
（前期並み）

8.1  
（0.4 ﾎﾟｲﾝﾄ上昇）

9.8  
（3.7 ﾎﾟｲﾝﾄ低下）

（注）１．括弧内は平成 17 年３月期からの増減率です。  
２．新契約高、保有契約高及び解約失効率は、個人保険と個人年金保険の合計です。また、新契約高には転換によ
る純増加高を含みます。 

 
 
 
 
 

※実際の業績は、今後様々な要因によって、上記業績予想と大きく異なることがあります 


